




◎半当事者とは、東日本大震災について見聞きしたことがあったり、

被災地や被災者に対して心を寄せた経験が少しでもある、全ての人々のことを表している。

　明らかに被災をしたと思われる人さえも、想像上の自分より強く被災した他者への配慮から、被災者と語れない現状があ

る。それにもかかわらず大多数の人々が、自分自身と当事者を切り分けてしまう感覚を持ってしまうと、震災の記憶や教訓

が忘れさられ、また東日本大震災のような同じ悲劇を繰り返してしまうのでは無いだろうか？だからこそ、当事者では無い

と考えている多数派の人々を「半当事者」と表現することは、想像上の自分より強く被災した他者への過剰な気遣いから解

放され、被災地や被災者と関わりやすくなったり、震災と向き合いやすくなるのではないだろうか？

本研究制作は【半当事者】という独自の表現に着目！





Enter the manuscript paper

05 作品概要

東日本大震災からもうすぐ 12 年目を迎えようとしている今、

震災の記憶や教訓の風化が顕著に進んでいる。

本研究制作は、私自身が半当事者という立場で、

陸前高田市に出向き、その土地で暮らす人々と、

１から繋がりを広げていく、その【過程】を大事にしている。

私は陸前高田での滞在を通し、そこで暮らしを営む人々が、

震災という悲しい現実から目を背けず、

悲しさを持ちながらも、強く前向きに生きる姿を間近で見た。

大きく目立つ作品「Enter the manuscript」は、

その経験を通して、どのように私の半当事者性が変化していったのかを

可視化したものである。

[原稿用紙の中に入り込む ]

という意味 .

作品を見た人が

物語に入り込んで鑑賞して

もらえるように

はじめに -

作品名



－ ぜひ、私が陸前高田で過ごした物語にお入り込みください

05 作品概要 [Enter the manuscript paper]

コンセプトと想い

　本作品は、私が小学 5 年の時に書いた作文を土台にして制作を行った。

　この作文からは、小学５年生の陸前高田での家族の思い出を津波によって奪われたために、「陸前高田＝悲しいイメージ」を持っ

ていると読み取れる。しかし、今回の研究制作で、実際に陸前高田に出向いてフィールドワークを行い、陸前高田の人々と関わ

りを持ち、そこで密度の濃い時間を一緒に過ごしたことで、徐々に私の陸前高田に対するイメージが、【前向きなイメージ】へ

と変わっていった。このことから、「悲しいイメージ」が時間をかけて「前向きなイメージ」へと塗り替えられていく様を、作

品を使って表現することにした。

コンセプトは、原稿用紙
　本研究制作は、小学５年の時に原稿用紙に書いた『作文』を起点にして始まった研究である。このことから、本作品は、壁面

の 11 年前に書いた作文と、11 年後の本研究制作における陸前高田での滞在記録が重なりあい、作品を正面から見た時、一つの

物語に見える。

　鑑賞者を本作品自体に没入させることによって、陸前高田と鑑賞者をくっ付けるような役割を果たすことができたら良い。ま

た、私は、「震災を思い出す」という行為自体が、震災の記憶を風化させないための一つの行動であると考えている。本作品を

鑑賞した人は、作品を通して「震災を思い出す」という行為自体を引き出し、震災と再度向き合うためのきっかけを作る媒体に

なるだろう。

　そして、本作品を通して、震災のことが心のどこかに引っ掛かっている人や、震災についてあまり知らない人に対して、一歩

を踏み出して震災や被災地、被災者と関わるためのきっかけになっていたら嬉しい。そして、陸前高田の現状を知って少し安心

したり、少しでも陸前高田に興味を持ったり、行ってみたいと思った人がいれば、本研究制作に意義があったと言えるだろう。
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